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本議会の提案理由説明に先立ち、貴重な時間をいただき

まして、一言申し述べさせていただきます。 

 

９月４日から、体調不良により自宅での療養を続けてま

いりましたが、この間、９月定例会をはじめ、市主催行事

などを欠席し、市議会はもとより、市民、関係者の皆さま

にご迷惑とご心配をおかけすることになり、深くお詫び申

し上げます。 

 

万全と申し上げるまでには、いましばらくお時間をいた

だければと思います。体調の回復に努めながら、市政運営

に力を尽くしてまいりますので、何卒ご理解、ご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

それでは、本日提案いたしました議案の概要につきまし

て、説明を申し上げます。 

 

議案第 124 号から第 129 号は、一般会計ほか 5 会計の  

補正予算です。 

主な内容について申し上げます。 
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はじめに、能登半島地震への対応についてです。 

地震で被災した私道について、被害状況に伴い不足する

事業費を増額するとともに繰越明許費を設定し、生活再建

に向け迅速な原形復旧への支援を継続します。 

また、社会福祉法人等が運営を行う高齢者施設や児童 

福祉施設などについて、復旧工事に係る費用を支援します。 

 

次に、新年度工事等の早期着手分です。 

亀田跨線橋の架替工事について、ＪＲ東日本に委託して

実施するほか、道路維持補修などに債務負担行為を設定し、

発注施工時期の平準化を図ります。 

また、令和７年４月実施予定の学校給食費の公会計化に

際した給食食材の円滑な調達などのため、債務負担行為を

設定します。 

 

次に、その他の主な補正分としては、 

学校空調設備について、エアコン未設置の特別教室への

設置を前倒して進めるほか、 

東区役所前横断歩道橋の解体撤去について、不足する 

事業費を増額します。 
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次に、人件費補正分として、 

一般会計及び各会計において、特別職報酬等審議会答申 

及び人事委員会勧告を踏まえ、改定を行うとともに、   

過不足を調整させていただくものです。 

 

 

次に、一般議案の概要について、説明いたします。 

 

議案第 130 号は、国からの通知を踏まえ、新たに緊急  

消防援助隊等活動手当を新設するものであり、 

議案第 131 号は、新津鉄道資料館の電車運転シミュレー

ターの有料化に伴い、関連する規定を整備するものです。 

 

議案第 132 号は、現在、区ごとに設置している各公民館

運営審議会の統合等に伴い、関連する規定を整備するもの

であり、 

議案第 133 号は、閉園の方向性が決定した山田保育園 

及び太夫浜保育園を廃止するものです。 

 

議案第 134 号は、児童手当法の改正に伴い、金銭の管理

義務対象施設に母子生活支援施設を追加するものであり、 
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議案第 135 号は、建築物省エネ法等の改正に伴い、   

手数料の新設など、関連する規定を整備するものです。 

 

議案第 136 号及び第 137 号は、人事委員会の勧告に基づ

き、俸給表の改定など、 

議案第 138 号及び第 139 号は、特別職報酬等審議会の  

答申を踏まえ、それぞれ関連する規定を整備するものです。 

 

議案第 140 号は、市民病院の医療事故について、損害  

賠償の額を決定するものであり、 

議案第 141 号は、新潟県市町村総合事務組合規約を変更

するものです。 

 

議案第 142 号は、人事委員会委員に新たに、和田
わ だ

圭
けい

央
おう

氏

を選任することについて、議会の同意を得ようとするもの

であり、 

議案第 143 号は、来年度の宝くじの発売限度額を定める

ものです。 

 

議案第 144 号から第 147 号は、新潟市音楽文化会館   

大規模改修工事などの契約の締結について、 
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議案第 148 号は、主要地方道新潟中央環状線道路改良 

工事の変更契約の締結について、それぞれ議会の議決を得

ようとするものです。 

 

議案第 149 号から第 180 号は、「木崎コミュニティセンタ

ー」など 82 施設について、指定管理者の指定を行うもので

す。 

 

 次に、市長専決処分について説明いたします。 

 議案第 181 号の専決第 5 号は、10 月 9 日付けで衆議院  

議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に係る経費を 

補正したものです。 

 これは、議会を招集するいとまがなく、やむを得ず専決

処分させていただきました。 

 

最後の諮問第 2 号は、人権擁護委員の候補者として、 

再び、山崎
やまざき

 光子
み つ こ

 氏、 

大竹
おおたけ

 眞理子
ま り こ

 氏、 

池田
い け だ

 陽
よう

 氏、 

大津
お お つ

 正行
まさゆき

 氏、 

小川
お が わ

 英
えい

爾
じ

 氏を、 
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新たに、高橋
たかはし

 いずみ 氏、 

    本望
ほんもう

 春美
は る み

 氏、 

    廣瀬
ひ ろ せ

 松司
ま つ じ

 氏を 

推薦することについて、議会にお諮りするものです。 

 

以上、提案いたしました議案について、説明申し上げ  

ました。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 


